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	Chapter13　映画表現の発達　(５）　日本映画の百年


1.日本における映画以前の‘映画’　のぞきからくり、写し絵などに見る「フィルムプラクティス」の存在
2.日本映画の黎明　　・・・以下の時代区分は大島渚『日本映画の百年』に依っているが定説というわけではない
・日本への映画輸入1896年＝リュミエール兄弟の映画発明（1895年）の翌年
・日本人による製作は、当時のゴシップ事件や歌舞伎の舞台（『紅葉狩』1899）の撮影

・1914年『忠臣蔵』牧野省三（日本最初の映画監督と言われている）
・1921年『路上の霊魂』小山内薫・村田実　・・・映画を演劇から解放しようとする運動
・1927年『忠次旅日記』伊藤大輔　　・・・御用脚本家として働き続けたの伊藤29歳の青春の夢と怨念の爆発
・1930年『何が彼女をさうさせたか』鈴木重吉　　・・・傾向映画の時代。経済の悪化・労働運動・農民運動の激化に対する弾圧の中で、資本主義社会の矛盾と冷酷をあばこうとした。

3.第1の黄金時代　―1930年代

　　サイレント映画からはじまる黎明期から、社会的テーマへと目をむけた日本映画が、演劇の型やイデオロギーの要請にとらわれず、日本社会と、その根幹である「家」に生きる個人の姿を冷静に見つめた最初の黄金時代。
・1936年　『浪華悲歌（なにわエレジー）』『祇園の姉妹』ともに溝口健二
　・・・同年日本映画監督協会結成。（「226事件」勃発。中国との本格的戦争が始まる）
・1937年『人情紙風船』山中貞雄　・・・この作品を最後に召集されて中国戦線に赴き、翌年２８歳で戦病死。
戦争の足音

・1939年　映画法制定（ナチスドイツを模した制度）　亀井文夫の記録映画『戦ふ兵隊』（1939）上映禁止に

・1942年『ハワイ・マレー沖海戦』山本嘉次郎

・1943年『無法松の一生』稲垣浩　　陸軍将校の未亡人とその子供に対する一人力車夫の献身。
　　・・・検閲により「車夫ごときが、将校の未亡人を、密かにであろうとも慕うのは何ごとかと」映画をずたずたにカット
・満州映画協会における“王道楽土”路線の映画製作
4.第二の黄金時代　―1950年代前半

戦時下において抑圧されてきた映画表現が、戦後の社会復興のなかで解放され、力のこもった作品が出て、国際的な映画賞をつぎつぎに受賞して日本映画を世界に知らしめた第二の黄金時代。

・1946年『わが青春に悔い無し』黒澤明戦後第一作、『大曾根家の朝（あした）』木下恵介
　・・・戦前戦中の権力に対する激しい弾劾と、戦後日本への明るい希望に満ちていた

・1950年『羅生門』黒澤明　・・・ベニス映画祭グランプリ、1951年　『めし』成瀬巳喜男、1952年『西鶴一代女』溝口健二、1953年　『雨月物語』溝口健二、『東京物語』小津安二郎、そして1954年　『七人の侍』黒澤明

映画産業の凋落　・1957年頃をピークに映画産業の長期低落が明らかに-
政治の季節の到来、多様な映画製作システムの試み　・大手映画会社の経営不振とスタジオシステムの崩壊　
・1960年　『青春残酷物語』　『日本の夜と霧』大島渚、『裸の島』新藤兼人　

　・・・“日本のヌーベルバーグ”　大島渚、羽仁進、勅使河原宏ら
５.第三の黄金時代　―1960年代から70年代はじめ

戦中生まれ戦後育ちの監督達の多様な才能が、あらゆる物質的困難にも関わらず自由に花咲いた時代
・1963年『にっぽん昆虫記』今村昌平、1965年『東京オリンピック』市川崑、『飢餓海峡』内田吐夢、1967年『日本の一番長い日』岡本喜八、1968年『黒部の太陽』熊井啓1969年～『男はつらいよ（シリーズ）』山田洋次、1972年『約束』斎藤耕一、1973年～『仁義なき戦い（シリーズ）』深作欣二、1974年『竜馬暗殺』黒木和雄
6.日本的風景の変貌　映画のこれから

自主映画出身の監督たちの台頭、CMや異業種からの才能の参入
・1976年『青春の殺人者』長谷川和彦、1977年『HOUSE』大林宣彦、1978年『サード』東陽一、1978年『突撃博多愚連隊』石井聰互、1979年『限りなく透明に近いブルー』村上龍、1980年『野獣死すべし』村川透、1980年『狂い咲きサンダーロード』石井聰互、1983年『家族ゲーム』森田芳光、1985年『台風クラブ』相米慎二、1989年『どついたるねん』阪本順治、『その男凶暴につき』北野武、1992年『きらきらひかる』松岡錠司、岩井俊二1995年『LOVE　LETTER』、
1996年『Heｌｐless』青山真治 、1997年『ラヂオの時間』三谷幸喜、1998年『中国の鳥人』三池崇史
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大島渚監督　『日本映画の百年』　の要旨

○本日の講義は大島渚監督　『日本映画の百年』のスクリプトに主に拠っている。以下はその要旨である。

1.日本映画の黎明

映画が日本に輸入されたのは発明されたすぐ次の年だった。そして日本人はまもなく自ら撮影をはじめた。その最初の対象は歌舞伎の舞台だった（『紅葉狩』1899）。次いで、その歌舞伎を素材としてロケをした作品（『忠臣蔵』牧野省三1914）。牧野省三は日本最初の映画監督と言われている。その後、映画を演劇から解放しようとする運動がおこる。（『路上の霊魂』小山内薫・村田実1921）伊藤大輔は、この小山内薫の研究生だった。伊藤大輔はこの『船頭小唄』（池田義信1923）のシナリオも書いている。『忠次旅日記』（1927）は長年、御用脚本家として働き続けた伊藤大輔の２９歳の青春の夢と怨念の爆発であった。こうして、日本映画はようやく、個としての映画作家の誕生を迎えた。
2.第1の黄金時代　―1930年代

サイレント映画からはじまる黎明期から、社会的テーマへと目をむけた日本映画が、やがて、演劇の型やイデオロギーの要請にとらわれず、日本社会と、その根幹である「家」に生きる個人の姿を冷静に見つめた最初の黄金時代。（『生まれてはみたけれど』小津安二郎1932ほか）。

3.戦争と映画

政府は中国との本格的戦争を開始した。それは破滅に向かっての”限りなき前進”の開始であった。１９３９年にはナチスドイツを模した映画法がつくられ、亀井文夫の記録映画『戦ふ兵隊』（1939）は上映禁止とされた。

喜劇は日本映画のなかで長い伝統をもっていたが、こうした暗い時代に圧倒的な人気を得たのは、喜劇役者エノケンと監督山本嘉次郎のコンビによるパロディーであった。

１９４１年１２月、日本は太平洋戦争に突入し、緒戦の勝利を祝い、戦意高揚を目指し総力を結集してつくられた『ハワイ・マレー沖海戦』（1942）の監督が、むしろ自由主義者と目されていた山本嘉次郎であったのは皮肉である。また人々は、戦意高揚より、戦後『ゴジラ』（本多猪四郎1954）を生み出す元となる特撮技術に目をみはり、一人の少年が日本精神、軍人精神に目覚めていく姿に涙した。陸軍将校の未亡人とその子供に対する一人力車夫の献身（『無法松の一生』稲垣浩1943）は、検閲により、車夫ごときが、将校の未亡人を、密かにであろうとも慕うのは何ごとかと、映画を引き裂いた。

4.第二の黄金時代　―1950年代前半

山本嘉次郎の助監督をつとめた後、戦争中に監督として出発した黒澤明の戦後第一作『わが青春に悔い無し』（1946）は、戦前戦中の権力に対する激しい弾劾と、戦後日本への明るい希望に満ちていた。同じ年、ほぼ同じテーマでやはり戦争中に出発した木下恵介は、『大曾根家の朝（あした）』（1946）をつくった。日本の政府と軍部にかわって占領軍による検閲があり、大規模な労働争議による混乱もあったが、戦争中に出発した監督たちは、抑圧されてきた青春の花を開くのはこの時とばかり、一斉に力のこもった作品をつくった。黒澤の『羅生門』（1950）がベニスで受賞したことは先輩監督たちに良き刺激となった。彼等はその青春の成熟期をむかえた。この時代が日本映画の第二の黄金時代と呼ばれることには何人も異議がなかろう。（『めし』成瀬巳喜男1951、『西鶴一代女』溝口健二1952、『雨月物語』溝口健二1953、『東京物語』小津安二郎1953、『七人の侍』黒澤明1954）

5.日本映画の新しい波

１９６０年に大島渚と同じ撮影所からデビューした仲間達は、フランスのそれにちなんで”日本のヌーベルバーグ”とよばれた。日本のヌーベルバーグは安保闘争が敗北に終わり、大島の『日本の夜と霧』（1960）をつくり、会社が４日間で上映中止にした時、あっけなく壊滅した。しかし、映画の流れは確実に大島たちの側にあると、彼らは信じた。第一にそれぞれの撮影所の中にそれまでの監督とは異なる感性と方法を持った作家達があらわれていたこと、第二に独立プロの中にも新しい動きがあらわれたことである。新藤兼人は撮影所も独立プロも体験したベテランだが、全く新しい方法で『裸の島』（1960）を完成したことは、もはや会社が映画を作る時代ではなく、個人が作る時代なのだということを指し示した。

６.映画表現の拡大と”政治の季節”
性は戦前戦中の日本映画では全くのタブーであったが、戦後、風俗的な興味から性表現はすこしずつ拡大していった。１９６０年代の半ば近くになると性表現への関心は急激に一般化した。その頃、極端な低予算で性だけを主題として制作する独立プロが登場し、ピンク映画とよばれ観客を集めた。一方映画観客の総数は１９５８年をピークに毎年大幅に減少し続けた。寺山修司が、はじめて長遍映画（『書を捨てよ町へ出よう』（1971）を作ったのは”アートシアターギルド”という極小の配給会社と監督の主催するプロダクションとの提携システムのなかであった。

このシステムで作られた映画が初めて登場したのは１９６８年。第一作は大島の『絞死刑』だった。監督のプロダクションが５００万、アートシアターが５００万、計１０００万で１本の映画を作るというのは信じがたい低予算であったが、多くの監督が各分野からこれに参加した。

撮影所を去った監督達、記録映画の作家達、そしてテレビから。我々は低予算を逆手にとり、主題と方法の上であらゆる冒険を試みた。我々は日本映画のみならず、映画そのものの辺境を大きく拡げた。

１９６８年はまた、日活の商業映画の中で独特な様式美を追求してきた鈴木清順が、『殺しの烙印』（鈴木清順1967）が難解という理由で解雇されたことに対し、多くの映画人が抗議行動に立ち上がった年であった。１９６８年はまた羽仁、松本、黒木そして土本典昭らによって、着実に前進してきた日本のドキュメンタリー運動が、空港建設に反対する農民と学生の闘争を描いた小川紳介の『日本解放戦線三里塚の夏』（1968）と、京都大学の学生反乱の指導者を描いた土本の『パルチザン前史』（1969）によって、日本社会に衝撃を与えた年でもあった。

７.第三の黄金時代　―1960年代から70年代はじめ

こうした７０年代の日本映画をリードしたものの一つは、やくざの抗争を描いた暴力的な青春映画（『仁義なき戦い』）の深作欣二であり、山田洋次『男は辛いよ』のシリーズであった。戦中生まれ戦後育ちの監督達の多様な才能が、あらゆる物質的困難にも関わらず自由に花咲いた６０年代から７０年代はじめのこの時期を、日本映画の第三の黄金時代とよぶことができる。
8.日本的風景の変貌と映画のこれから

『家族ゲーム』森田芳光監督（1983）に描かれる食卓は、もはや小津や溝口のものではなかった。日本映画誕生以来最大のテーマであった家や家族、多くの映画作家達が、讃え、反抗し、時には破壊しようと願った家や家族はもう存在せず、それをゲームとして遊ぶしかない現代日本の状況を森田芳光は明快に描ききった。
１９８０年以降に登場した新人監督のすべては、戦後生まれであり、撮影所の経験がない。高校や大学で自ら８ミリや１６ミリで撮りはじめたり、ロマンポルノの助監督だったり、CFの監督だったり、経歴は多様である。
また俳優、小説家、ミュージシャンなどの監督進出も目立った。総じて彼等は現代日本の状況を、意識的か無意識的かの違いはあるにせよ、コミュニケーションの不全と関係性の崩壊としてとらえ、その現実と格闘することで優れて現代的な作品をつくり出そうとしている。また、アニメーションの世界でも、ドキュメンタリーの分野でも、新しい作家達は確実に新しい表現を確立した。
現代の日本映画に見られる最大の変化は外国人の登場である。在日といわれる在日韓国、朝鮮人は約７５万人。日本では日本人以外の最多数の民族である。崔洋一（さいよういち）はその在日の一人として『月はどっちに出ている』（崔洋一1993）をつくって、在日の独自性と世界に向かっての普遍性を宣言した。現在日本に住む外国人の数は飛躍的に増加しつつある。このことは日本映画に大きな変化をもたらさないではおかないだろう。
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映画監督の大島渚は、自ら編集した『日本映画100年』のなかで、これまでの日本映画には、第一から第三までの“黄金時代”があったとして、つぎのようにまとめている。

1. 　　　　　　　　　　　　年代
サイレント映画からはじまる黎明期から、社会的テーマへと目をむけた日本映画が、やがて、演劇の型やイデオロギーの要請にとらわれず、日本社会と、その根幹である「家」に生きる個人の姿を令しえに見つめる最初の黄金時代。（代表作に『生まれてはみたけれど』小津安二郎1932ほか）

2. 　　　　　　　　　　　　年代前半
戦時下において抑圧されてきた映画表現が、戦後の社会復興のなかで解放され、力のこもった作品が出て、国際的な映画賞をつぎつぎに受賞して日本映画を世界に知らしめた第二の黄金時代。（代表作に『雨月物語』溝口健二1952、『羅生門』黒澤明1950ほか）

3. 　　　　　　　　　　　　年代後半から　　　　　　　　　　年代のはじめ
戦後育ちの監督達の多様な才能が、あらゆる物質的困難にも関わらず、自由に花咲いた第三の黄金時代。（代表作に「仁義なき戦い」「男はつらいよ」シリーズなど）

【授業への感想・意見などを必ずお書きください（必須）】
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